











































































































































3-1　2 拍前にブレスをして 1拍前に “ため ”をつくる
専門的な技術をもっていなくても、しっかりした歌声で歌うために、「2拍前にブレスをして 1拍前
に “ ため ” をつくる」ということを実践している。ここで言う “ ため ” とは呼吸を取り終え、発音準備
の整った状態のことを指している。しかしこの説明だけで歌唱しようとすると、音楽の流れに乗れず、




















はゆっくりの 3拍子として《赤とんぼ》、ゆっくりの 2拍子として《花》、8分の 6拍子として《浜辺の歌》、
1拍目が休符で始まる曲として《夏の思い出》の以上 4曲とする。
①《赤とんぼ》♩＝ 58~63　4 分の 3拍子
ゆっくりした曲の流れから歌い出しの 2拍前でブレスを取り、1拍前で “ ため ” をつくり「ゆ」の発
音の「y」を直前の小節 3拍目の途中から発音し始める。次の 1拍目の旋律の入りのところでは「u」
と発音している。〔譜例 1〕
〔譜例 1〕《赤とんぼ》におけるブレスとため（『中学生の音楽 1』教育芸術社 24）
 ḷၐඹ㏻ᩍᮦ࡟࠾ࡅࡿࣈࣞࢫ࡜͆ࡓࡵ͇ࡢ౛
 
また 4小節目の 4分休符、及び 1番から 2番への 4分休符の時には、休符で最初と同じようにブレス






〔譜例 2〕《赤とんぼ》における休符（『中学生の音楽 1』教育芸術社 24）
 ḷၐඹ㏻ᩍᮦ࡟࠾ࡅࡿࣈࣞࢫ࡜͆ࡓࡵ͇ࡢ౛
②《花》♩＝ 60~66　4 分の 2拍子
1拍を分割し裏拍まで数え「1と 2と」とする。歌い出し2拍前を 1小節前の2拍目とし、裏拍で “ため ”
を取る。《赤とんぼ》同様、「は」の「h」は歌いだしの前に発音をはじめ、1拍目には「a」を発音する。
〔譜例 3〕







③《浜辺の歌》♪＝ 104~112　8 分の 6拍子
6拍で数え、歌いだしの 2拍前の 4拍目にブレスを取り、5拍目に “ため ” を取り「あした」をイメー
ジして歌う。〔譜例 4〕途中の 8分休符はすべてブレスと “ため ” を取る。





④《夏の思い出》♩＝ 63 ぐらい　4分の 4拍子
“ ため ” は歌いだしの前の 8分休符で取る。その 1拍前の前奏 4拍目でブレスを取る。〔譜例 5〕すな
わち拍の裏から歌いだす場合は、その拍を “ため ” と歌いだしとし、その直前の拍でブレスを取る。


















〈げにいっこくも〉“ghe ni ikkoku mo”《花》
〈げに〉の最後の母音 “i” と〈いっこく〉の最初の母音 “i” がくっついてしまい、〈げにーっこくも〉の
ような発音になってしまう。音楽的にも同じ音高で発音しなければならず、同じフレーズの中での発音
のため、同母音 “i” を明確に言い直すことが必要である。
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